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家
を
建
て
る
時
、
窓
や
扉
を

ど
の
様
に
す
る
か
考
え
る
と
思

い
ま
す
。
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
色

も
昔
な
が
ら
の
シ
ル
バ
ー
か
ら

茶
色
・
黒
・
白
と
カ
ラ
フ
ル
に
な

り
、
選
択
の
幅
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
材
質
も
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

単
体
か
ら
ア
ル
ミ
と
樹
脂
を
組

み
合
わ
せ
た
ア
ル
ミ
樹
脂
複
合

サ
ッ
シ
や
、
樹
脂
サ
ッ
シ
ま
で

あ
り
断
熱
性
能
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。ま
た
ア
ル
ミ
で
は
な
く
、

木
で
で
き
た
木
製
サ
ッ
シ
や
扉

も
あ
り
ま
す
。
木
製
の
物
は
断

熱
性
能
に
優
れ
て
お
り
意
匠
的

に
も
非
常
に
良
い
の
で
、
拘
り

の
あ
る
人
に
は
人
気
で
す
。
外

国
製
の
木
製
サ
ッ
シ
や
扉
は
一

部
で
は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
国
産
の
木
製
サ
ッ
シ

や
扉
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
鍵
や
丁
番
等
の
金

物
類
も
国
産
の
物
で
性
能
の
良

い
物
が
開
発
さ
れ
て
外
国
製
の

金
物
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
の

上
質
の
物
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
値
段
を

抑
え
て
安
さ
を
宣
伝
し
て
い
る

メ
ー
カ
ー
で
は
推
奨
さ
れ
る
こ

と
は
稀
と
思
い
ま
す
が
、
温
熱

環
境
を
考
え
快
適
さ
を
求
め
る

人
に
は
大
事
な
部
材
で
す
。

　
木
製
サ
ッ
シ
や
扉
を
ペ
ア
の

L
o
w
‐
E
タ
イ
プ
の
ガ
ラ

ス
の
開
口
部
に
し
た
ら
、
家
の

中
と
外
の
環
境
が
劇
的
に
変
わ

り
ま
す
。
断
熱
材
と
開
口
部
の

仕
様
で
家
の
グ
レ
ー
ド
が
決
ま

る
ほ
ど
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

値
段
の
違
い
で
は
測
れ
な
い
明

る
く
暖
か
い
豊
か
な
暮
ら
し
が

手
に
入
り
ま
す
。
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授
賞
式
で

は
、
設
計
者
や

施
工
者
、
日
蓮

像
の
制
作
に
あ

た
っ
た
身
延
山

大
学
仏
教
学
部

特
任
教
授
・
柳

本
伊
佐
雄
さ

ん
、
展
示
ホ
ー

ル
中
央
の
「
南

無
妙
法
蓮
華

経
」
の
木
版
お

題
目
碑
を
寄
贈

し
た
比
企
谷
・

妙
本
寺
鈴
木
日

　
鎌
倉
市
小
町
の
日
蓮
聖
人

辻
説
法
跡
の
隣
接
地
に
「
鎌

倉
日
蓮
堂
」
と
命
名
さ
れ
た

御
堂
が
完
成
し
、
昨
年
12
月

９
日
、落
慶
式
が
行
わ
れ
た
。

　
宗
教
法
人
日
蓮
宗
が
２
０

１
８
年
か
ら
鎌
倉
布
教
拠
点

建
設
検
討
委
員
会
を
開
催
し

て
計
画
案
を
練
り
、
２
０
０

９
年
に
取
得
済
の
面
積
約
３

７
７
㎡
の
こ
の
土
地
で
、
昨

年
６
月
23
日
、
地
鎮
祭
を
行

っ
た
。

　「
日
蓮
聖
人
の
こ
と
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
日
蓮
聖

人
と
向
き
合
え
る
施
設
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

日
蓮
聖
人
像
を
奉
安
す
る
六

角
堂
の
参
拝
御
堂
を
中
心
と

す
る
、
備
品
庫
と
ト
イ
レ
を

備
え
た
展
示
ホ
ー
ル
を
建

設
。

　
12
月
９
日
の
落
慶
式
に

は
、
宗
務
総
長
の
中
川
法
政

さ
ん
を
筆
頭
に
日
蓮
宗
寺
院

の
住
職
や
関
係
者
、
建
築
家

の
椎
名
純
さ
ん
、
施
工
の
松

井
建
設
関
係
者
ら
約
50
人
が

参
列
し
た
。

敬
貫
首
、
六
角
堂
の
入
り
口

正
面
に
掲
げ
た
「
立
正
安

国
」
の
扁
額
を
寄
贈
し
た
神

奈
川
県
第
２
部
宗
務
所
楠
山

泰
道
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

　
辻
説
法
跡
地
所
有
の
国
柱

会
賽
主
・
田
中
壮
谷
さ
ん
が

「
時
熟
し
て
の
落
慶
」
と
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
、「
こ
こ

か
ら
世
界
平
和
を
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
中
川
宗
務
総
長
は
、「
取

得
か
ら
12
年
、
生
誕
８
０
０

年
の
年
に
つ
い

に
御
堂
が
完
成

し
、
万
感
胸
に

迫
る
思
い
」
と

述
べ
、
建
設
に
関
わ
る
人
々

に
感
謝
を
伝
え
た
。そ
し
て
、

「
日
蓮
聖
人
の
少
し
お
や
つ

れ
に
な
っ
て
い
る
姿
を
見

た
」
と
い
い
、「
嵐
の
中
で

法
華
経
を
唱
え
て
い
た
の
で

す
か
ら
」と
思
い
を
馳
せ
た
。

結
び
に
「
今
日
を
ス
タ
ー
ト

に
、
世
界
に
向
け
て
の
発
信

の
地
に
な
り
え
る
こ
と
を
確

信
す
る
」
と
力
を
こ
め
た
。

　
建
築
家
の
椎
名
さ
ん
は
、

「
象
徴
的
な
建
物
を
創
る
よ

う
に
と
依
頼
を
受
け
、
若
か

り
し
日
蓮
聖
人
と
時
空
を
超

え
た
対
話
が
で
き
る
場
所
に

と
考
え
た
。
無
事
に
完
成
し

て
感
無
量
」
と
肩
の
荷
を
下

ろ
し
て
い
た
。

　
鎌
倉
は
日
蓮
聖
人
に
と
っ

て
関
わ
り
の
深
い
と
こ
ろ
。

１
２
２
２
年
（
貞
応
元
年
）、

安あ
わ
の
く
に

房
国
長な
が
さ
の
こ
お
り

狭
郡
東と
う
じ
ょ
う条
郷
の
ご
う

片か
た
う
み海
（
現
在
の
千
葉
県
鴨
川

市
小
湊
）
に
生
ま
れ
た
日
蓮

は
、
12
歳
で
天
台
宗
の
安
房

清せ
い
ち
ょ
う
じ

澄
寺
に
入
寺
し
、
16
歳
で

出
家
し
て
、
短
期
の
鎌
倉
滞

在
を
経
て
、
１
２
４
２
年
、

21
歳
の
こ
ろ
に
南
都
北
嶺
に

遊
学
の
旅
に
出
た
。
十
余
年

後
、
帰
郷
し
て
１
２
５
３
年

４
月
28
日
、
清
澄
山
の
山
頂

か
ら
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」

（
お
題
目
）
と
唱
え
、「
法
華

経
」
へ
の
絶
対
的
な
帰
依
を

宣
言
す
る
。

　
や
が
て
日
蓮
は
幕
府
の

あ
っ
た
鎌
倉
に
出
て
、
名
越

の
松ま
つ
ば
が
や
つ

葉
谷
に
庵
室
を
構
え
て

布
教
の
拠
点
と
し
た
。

　
そ
し
て
、
鎌
倉
を
襲
っ
た

正
嘉
の
大
地
震
を
は
じ
め
、

う
ち
つ
づ
く
大
災
害
が
起
こ

る
混
乱
の
世
を
見
据
え
て
、

１
２
６
０
年
に
『
立
り
っ
し
ょ
う正
安あ
ん
こ
く国

論ろ
ん

』
を
著
し
た
。

　
１
２
８
２
年
、
身
延
山
か

ら
常
陸
国
（
茨
城
県
）
へ
向

か
う
途
中
、武
蔵
国
池
上（
東

京
都
大
田
区
）
で
入
滅
、
度

重
な
る
法
難
を
う
け
、
波
瀾

に
満
ち
た
61
年
の
生
涯
を
閉

じ
た
。

　
現
在
、
日
蓮
宗
の
寺
院

は
、
国
内
５
１
３
１
カ
寺
、

海
外
25
カ
寺
で
活
動
を
展
開

し
、
そ
の
規
模
は
日
本
の
伝

統
仏
教
教
団
中
５
番
目
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
寺
院

以
外
で
日
蓮
宗
の
布
教
施
設

が
造
ら
れ
た
の
は
今
回
が
初

め
て
。

　
当
面
、
外
か
ら
観
覧
の
み

で
、
一
般
公
開
は
未
定
。

　
１
月
か
ら
始
ま
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

の
放
映
に
先
立
ち
、

歴
史
作
家
の
伊
東
潤

さ
ん
著
『
鎌
倉
殿
を

歩
く
－
１
１
９
９
年

の
記
憶
』
が
出
版
さ
れ
た
。

　
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼

朝
の
死
後
、
18
歳
で
第
２ 

代
将
軍
と
な
っ
た
頼
家
を
補

佐
す
る
べ
く
合
議
制
を
構
成

し
た
、
北
条
義
時
ら
有
力
御

獄
界
。
そ
の
間
を

イ
ノ
チ
ガ
ケ
で
往

復
し
、
人
間
の
生

と
死
の
可
能
性
を

極
め
よ
う
と
し
た

凄
い
人
間
た
ち
が

い
る
。
こ
の
詩
集

　
早
稲
田
大
学
の
卒
業
生
の

団
体
「
鎌
倉
稲
門
会
」（
兵

藤
芳
朗
会
長
・
会
員
約
３
百

人
）が
、昨
年
創
立
70
周
年
を

記
念
し
て
『
鎌
倉
稲
門
会
創

立
70
周
年
記
念
誌
』
を
刊
行

し
た
＝
写
真
は
兵
頭
会
長
。

　
同
会
は
１
９
５
０
年
（
昭

和
25
年
）
発
足
。「
史
跡
め

ぐ
り
」「
女
性
の
会
」「
サ
ロ

ン
・
ド
・
ワ
セ
ダ
」「
留
学

生
の
招
待
」
や
、
地
引
網
、

12
の
同
好
会
の
活
動
な
ど
で

積
極
的
に
親
睦
の
輪
を
広
げ

て
い
る
。

　
記
念
誌
に
は
、
会
報
「
笹

リ
ン
ド
ウ
」
に
掲
載
し
て
い

る
同
会
の
歩
み
、
70
周
年
に

寄
せ
て
の
60
余
人
の
多
彩
な

会
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ほ

か
、
資
料
編
に
年
表
や
会
員

の
居
住
地
域
ベ
ス
ト
テ
ン
な

ど
も
載
せ
て
い
る
。
こ
こ
数

年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

が
、
同
会
で
は
70
周
年
に
ふ

さ
わ
し
い
記
念
誌
が
完
成
し

た
と
話
し
て
い
る
。

　『
あ
ら
か
み
さ
ん
ぞ
う
詩

集
　
天
人
修
羅
畜
生
餓
鬼
地

獄
』
が
、
昨
年
夏
、
幻
冬
舎

か
ら
電
子
出
版
さ
れ
話
題
を

呼
び
、
10
月
に
印
刷
物
の
詩

集
も
出
版
さ
れ
た
。

　「
詩
で
あ
り
、
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
で
あ
り
、
小
説
で
も
あ

り
ま
す
」
と
著
者
の
荒
井
章

さ
ん
は
話
す
＝
写
真
は
大
竹

正
芳
作
「
崖
の
人
」
の
絵
の

前
で
。

　「
あ
っ
ち
と
こ
っ
ち
　
あ

の
世
と
こ
の
世
　
天
界
と
地

は
　
そ
の
異
様
な
智
と
勇
気

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
人
間

た
ち
と
の
出
会
い
『
カ
イ
ブ

ツ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
』
か
ら
生

れ
た
も
の
だ
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
著
者
は
円
空
、
宮
本

武
蔵
、
ジ
ャ
ン
ヌ
ダ
ル
ク
に

な
り
き
っ
て
詩
を
綴
る
。
そ

し
て
、「
こ
れ
を
読
ん
だ
ら

　
か
な
ら
ず
電
気
が
入
る

よ
、
火
花
が
散
る
よ
。
こ
れ

を
『
生
の
電
源
』
と
し
て
、

ア
ナ
タ
の
日
々
に
つ
な
い
で

も
ら
い
た
い
」
と
詩
集
の
中

で
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
荒
井
さ
ん
は
、
詩
作
、
英

詩
翻
訳
ほ
か
、
現
在
、
玉
縄

城
址
を
守
り
伝
え
る
会
の
会

長
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
し
て
い
る
。
２
２
０
０

円
（
税
込
）、
玉
縄
城
址
ま

ち
づ
く
り
会
議
☎
０
４
６
７

･
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鎌
倉
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
支
援
す
る
た
め
の
「
か
ま

く
ら
フ
ァ
ン
ド
」
の
今
年
度

の
審
査
会
が
11
月
３
日
、
た

ま
な
わ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。
鎌
倉
市
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
運
営
会
議
が
２
０

０
１
年
か
ら
募
集
し
て
い
る

フ
ァ
ン
ド
で
、
市
民
の
寄
付

に
よ
る
も
の
。
11
団
体
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

次
の
６
団
体
に
決
ま
っ
た
。

　「
北
鎌
倉
台
峰
緑
地
保
全

会
」
緑
地
保
全
活
動
の
機
器

購
入
費
。
７
万
円
。「
か
ま

く
ら
認
知
症
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
講
演
会
開
催
費
。
５
万

円
。「
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の

会
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ペ
ー
ス
事
業
。
７
万
円
。

「The Shonan Post

」
国

際
協
力
の
た
め
の
出
版
費
。

６
万
円
。「
十
二
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
グ
ル
ー
プ
」

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
運
営
費
。

７
万
円
。
地
域
の
居
場
所

「
さ
っ
ち
ゃ
ん
ち
」
掲
示
板

作
成
費
な
ど
。
７
万
円
。

鎌倉日蓮堂　落慶法要＝ 12月９日

（
右
）
身
延
山
の
ご
霊
木
で
制
作
さ
れ
た
日
蓮
像

（
上
）
謝
辞
を
述
べ
る
中
川
法
政
宗
務
総
長

日
蓮
宗 

布
教
拠
点
の
六
角
堂
完
成

日
蓮
宗 

布
教
拠
点
の
六
角
堂
完
成

宗
祖
生
誕
８
０
０
年 

鎌
倉
に

『
鎌
倉
殿
を
歩
く
』
発
行

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

登
場
人
物
と
ゆ
か
り
の
名
所
旧
跡
紹
介

70
周
年
記
念
誌

６
団
体
に
助
成
金

『
あ
ら
か
み
さ
ん
ぞ

う
詩
集　

天
人
修

羅
畜
生
餓
鬼
地
獄
』

早
稲
田
大
学

鎌
倉
稲
門
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

か
ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド

家
人
13
人
の
足
跡
を
た
ど

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
つ
わ
る

名
所
旧
跡
を
紹
介
す
る
。

　
昨
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

神
奈
川
新
聞
紙
上
で
連
載
さ

れ
た
エ
ッ
セ
ー
に
加
筆
修
正

し
、
再
編
集
し
た
。

　
写
真
は
、
鎌
倉
朝
日
「
鎌

倉
み
ほ
と
け
紀
行
」
の
連
載

で
も
お
な
じ
み
の
古
都
写
真

家
・
原
田
寛
さ
ん
が
担
当
。

大
判
カ
ラ
ー
写
真
で
、
鎌
倉

に
残
る
13
人
の
御
家
人
由
縁

の
地
を
巡
る
。
義
時
が
建
立

さ
せ
た
覚
園
寺
の
佇
ま
い
、

富
士
山
を
臨
む
桜
満
開
の
名

越
切
通
な
ど
鎌
倉
や
、
伊
豆

の
国
市
な
ど
ゆ
か
り
の
地
の

四
季
折
々
の
風
景
写
真
に
心

和
む
。

　
伊
東
さ
ん
は
「
13
人
の
宿

老
ゆ
か
り
の
地
を
散
策
し
、

彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で

武
士
の
府
を
支
え
よ
う
と
し

て
い
た
か
に
思
い
を
馳
せ
て

ほ
し
い
」
と
あ
と
が
き
に
書

い
て
い
る
。２
４
２
０
円（
税

込
）、
歴
史
探
訪
社
刊
。


